放鳥10年経過後のトキの野生復帰事業に関する住民意識について－佐渡市全域のアンケート調査から by 本田 裕子 & 高橋 正弘






































新潟県佐渡市は、人口 55,095人（2019年 3月 1日時点『住民基本台帳』より）、面
積は 855.69km2と、本州 4島と北方領土を除くと国内で 2番目に大きな離島である。 
佐渡市では 2008年 9月からトキの野生復帰（放鳥）が実施されており、2018年 9月
で 10年が経過した。10年が経過したことで、トキの野生復帰の取り組みは新聞報道で
もたびたび取り上げられた。例えば、朝日新聞 2018年 10月 16日「いちからわかる！
日本で絶滅したトキどう復活させたの？」、朝日新聞夕刊 2019年 2月 5日「増えたトキ
『多様性』の悩み」等に掲載され、改めて注目されている。野外での生息数も 2019年 3
月 4日時点では 348羽と推定されており、環境省が掲げた目標「2020年頃、佐渡島内
に 220羽のトキを定着させる」は 2018年 6月に達成している。 
一方で、トキの生息数が増えたことによる農業被害も懸念されつつある。NHK では
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ート調査を実施した。住民基本台帳より無作為に抽出した 20歳から 79歳の男女 1,000
人を対象に、2019年 2月 5日に郵送により実施した。回収数は 452通であった（回収
収締切日 2019年 2月 28日を設定したが 3月 18日までの数通の返信も含めた）。1,000
通発送したうち、宛先不明での返送が 3通あり、997通で計算した結果、回収率は 45.3%
となる。以前実施したアンケート調査の回収率は、2008年 8月調査は 56.7%、2009年
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男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
5 2 2 1 1 1 0 1 2 1
1.2% 0.5% 0.5% 0.2% 0.2% 0.2% 0.0% 0.2% 0.5% 0.2%
3 4 1 4 0 0 1 2 2 0
0.7% 0.9% 0.2% 0.9% 0.0% 0.0% 0.2% 0.5% 0.5% 0.0%
10 7 2 5 1 2 4 1 0 0
2.4% 1.7% 0.5% 1.2% 0.2% 0.5% 0.9% 0.2% 0.0% 0.0%
5 13 4 6 2 5 3 3 0 2
1.2% 3.1% 0.9% 1.4% 0.5% 1.2% 0.7% 0.7% 0.0% 0.5%
12 12 6 6 3 1 4 5 2 3
2.8% 2.8% 1.4% 1.4% 0.7% 0.2% 0.9% 1.2% 0.5% 0.7%
15 14 5 5 4 5 5 5 3 0








両津 金井 新穂 相川
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
0 0 3 3 1 2 2 0 0 0
0.0% 0.0% 0.7% 0.7% 0.2% 0.5% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0%
0 1 2 1 1 2 2 1 2 2
0.0% 0.2% 0.5% 0.2% 0.2% 0.5% 0.5% 0.2% 0.5% 0.5%
1 0 4 8 2 2 1 2 2 1
0.2% 0.0% 0.9% 1.9% 0.5% 0.5% 0.2% 0.5% 0.5% 0.2%
0 2 3 9 2 5 1 6 3 4
0.0% 0.5% 0.7% 2.1% 0.5% 1.2% 0.2% 1.4% 0.7% 0.9%
4 2 8 11 8 5 5 6 5 4
0.9% 0.5% 1.9% 2.6% 1.9% 1.2% 1.2% 1.4% 1.2% 0.9%
2 5 8 14 6 7 3 2 7 4
0.5% 1.2% 1.9% 3.3% 1.4% 1.7% 0.7% 0.5% 1.7% 0.9%





















































おおいに思っている 73.0 74.5 65.9
少し思っている 11.4 8.7 7.3
どちらともいえない 7.6 10.3 16.6
あまり思っていない 3.4 3.2 3.5
ほとんど思っていない 4.6 3.4 6.7
回答者数 263 380 314
















































回答者 27 6.2% 34 7.9% 57 13.2% 80 18.5% 114 26.3% 121 27.9% 433 100%
非回答者 3691 9.8% 4547 12.1% 5758 15.3% 6586 17.5% 8756 23.3% 8318 22.1% 37656 100%
住民基本台帳 3718 9.8% 4581 12.0% 5815 15.3% 6666 17.5% 8870 23.3% 8439 22.2% 38089 100%
計70歳代60歳代50歳代20歳代 40歳代30歳代
回答者 204 46.6% 234 53.4% 438 100%
非回答者 19142 50.8% 18509 49.2% 37651 100%





































回答者 102 23.5% 51 11.8% 27 6.2% 37 8.5% 15 3.5%
非回答者 8579 22.8% 4347 11.5% 2439 6.5% 4381 11.6% 1535 4.1%
住民基本台帳 8681 22.8% 4398 11.5% 2466 6.5% 4418 11.6% 1550 4.1%
赤泊相川新穂金井両津
18 4.1% 75 17.3% 44 10.1% 31 7.1% 34 7.8% 434 100%
1975 5.2% 6099 16.2% 2793 7.4% 2242 6.0% 3265 8.7% 37655 100%
























が野生下で絶滅した 1981年（昭和 56年）以前の目撃については、回答者の 19.8%が目
撃したことがあった（回答者数 449人）。一方2008年の放鳥以降、野外にいるトキの目
撃は、回答者の 92.7%であった（回答者数 450人）。2014年調査では 79.4%であったの
で（回答者数 445人）、約 5年経過し、より目撃できるようになったことがわかる。 
目撃頻度は「今までに 5～10回程度」が 3割程度であり、「ほぼ毎日」「週に 2～5回
































































































はい いいえ 存在を知らない 回答者数
佐渡市において保護増殖活動が
行なわれていることを知っているか
98.9% 1.1% － 448
野生復帰の実施を知っているか 99.3% 0.7% － 447
トキの森公園に行ったことがあるか 91.1% 8.9% 0.0% 447



























































表 18 野生復帰の賛否 










































































































表 22 野生復帰に関しての心配の有無 
 


















表 24 野生復帰に期待する内容 
 
















































































































































































































































もある。なお、7人のうち年代性別がわかる回答者は 6人であり、年代は 50代 2人、
60代 3人、70代 1人、性別は男性 5人、女性 1人である。 
 










はない」という不満である。なお、4人のうち年代性別は、年代は 30代 1人、40代 1






























「金山」24.6%が続いた（表 34）。2014年調査もトキ 30.6%、金山 24.1%であったので
（回答者数 468 人）、同様の傾向である。「トキを象徴するもの」については、「佐渡」
が 28.6%、「トキ色」23.2%が続いた（表 35）。2014年調査でも「佐渡」25.5%、「トキ
色」20.0%であった（回答者数 466人）。表 34・表 35から、それぞれ約 3割の回答者
が佐渡とトキを結びつけて考えていることが伺える。 
 

































































表 36 あなたにとっての「トキ」 
 























































図 1 トキの野生としての認識（回答者数 415人／2014年調査回 423人） 
 








































































表 38 トキの佐渡での生息希望 
                            





表 39 佐渡での生息希望の理由 
























































表 41 現在の生息数について 
                             


































































































居住地・農業従事の有無と併せて表 46に整理した。「深刻な被害」が 4人（農業従事 3
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70歳代 女性 両津 農業 深刻な被害 えさを食べる為に田植えをしてある苗をふんで歩く。土にうまって苗。
70歳代 女性 両津 農業 深刻な被害
トキの生息地で田んぼへの被害が多い。田植時期には田んぼへ入り苗の育ちに被害あり、農薬も
除草剤も使えない。農作物が減少。
60歳代 男性 佐和田 農業 深刻な被害
水田の近くでヒナが誕生した年は５月６月７月上旬まで苗踏み被害が発生したから（親と子５羽でほ
とんど毎日）
40歳代 男性 畑野 非農業 深刻な被害 苗をふみたおしている。
70歳代 女性 真野 農業 少し被害 少しのげんしゅうしただけ
70歳代 男性 真野 農業 少し被害 田の苗が短い時にふみたおされる。
50歳代 女性 真野 非農業 少し被害 苗が踏まれる（真野）
70歳代 男性 羽茂 農業 少し被害 田植の後の苗があらされる
60歳代 男性 羽茂 農業 少し被害 水田の苗をふむ
60歳代 男性 羽茂 非農業 少し被害 田植え後稲をふむ
50歳代 女性 羽茂 非農業 少し被害 羽茂地区、田んぼ、稲を踏む被害があったと聞いている。
50歳代 女性 羽茂 非農業 少し被害 田んぼ
50歳代 女性 羽茂 農業 少し被害 田で植えた苗をふみたおしてしまう。手作業で植え直さなくてはならない為少し困る。
無回答 女性 金井 非農業 少し被害
田植えした後、苗が根づく前にトキにより苗が踏まれて嫌がってる農家がいると聞いてます。苗が掘
り起こされるとか。
70歳代 男性 金井 非農業 少し被害 田植えの後田んぼに入って餌をとる
60歳代 女性 金井 非農業 少し被害 田植後、苗が成長しつつある時点でトキにふまれて困ったという事を聞き同情しています。
40歳代 女性 金井 非農業 少し被害
大和の義父母が作っている田んぼで、田植え後、トキにふみつけられたり、つままれることもあると
聞いた。
70歳代 男性 佐和田 農業 少し被害 田植えをしたなえをふんであるく。
70歳代 男性 佐和田 非農業 少し被害 田んぼの苗が踏まれているとの話は何件か聞いている。
50歳代 女性 佐和田 非農業 少し被害 田んぼの苗を踏み倒す
70歳代 女性 新穂 非農業 少し被害 田植直後の苗ふみ
70歳代 男性 新穂 農業 少し被害 新穂潟上地域で植えたばかりの苗を踏み倒された困ったと云う話しをきいております。
50歳代 男性 新穂 非農業 少し被害 島内で目撃したもの、感じたもの１苗踏２畔に穴をあける・くずす３鳴き声の騒音
40歳代 女性 新穂 農業 少し被害 田の苗がふまれたと知り合いが話していた。
60歳代 男性 赤泊 農業 少し被害 苗をふまれる、鳴き声がうるさい
60歳代 女性 相川 農業 少し被害 田んぼの苗をふまれる。トキとは限らないがこの辺ではサギも増えていると思う。
50歳代 男性 相川 非農業 少し被害 新穂の知人の田んぼで植えた直後の苗がトキに踏まれた！という話を聴いた。
40歳代 男性 相川 非農業 少し被害 田んぼが荒されるなど人づてに聞く程度なので評価はわからない。
70歳代 男性 畑野 非農業 少し被害 田植後の苗を踏む
60歳代 男性 畑野 農業 少し被害 田植え直後の稲の苗をトキ自身の体が田にしずまないよう踏んで歩きエサ捕をする。
20歳代 男性 畑野 非農業 少し被害 稲が倒されたりしている。また、トキによる２次被害（車を止める事による渋滞、事故）が多い。
70歳代 女性 両津 農業 少し被害
田植後の場所を選ばずあっちこっち歩くので植え変を2回位なおした。カラス、トキ。カラスだとおっか
けて払う。
60歳代 男性 両津 農業 少し被害 原黒地内、田植後の苗の踏み倒し。
60歳代 女性 両津 農業 少し被害 田植直後の苗を踏む
60歳代 男性 両津 農業 少し被害 田植後に苗を踏まれ、植え直しを何回かした。
70歳代 女性 両津 非農業 少し被害 稲の苗を踏む
70歳代 男性 両津 非農業 少し被害 田植え後の稲が倒される。
60歳代 女性 両津 非農業 少し被害 田んぼに入ってしまう
60歳代 男性 両津 非農業 少し被害 田植時の苗の倒状
50歳代 女性 両津 非農業 少し被害 潟端で田の稲をふまれた
50歳代 女性 両津 非農業 少し被害 田んぼの苗をふむ
無回答 無回答 無回答 非農業 少し被害
自分の水田にトキが来た事を行政に連絡するとビオトープにするため、行政の指導が入り、農業が
やりにくくなるという人がいる。




































人数 割合（%） 人数 割合（%）
佐渡市全域の住民 220 50.8 64 16.6
佐渡市全域の子ども 75 17.3 58 15.1
生息地周辺の住民 44 10.2 23 6.0
国民全体 34 7.9 74 19.2
行政職員 21 4.8 31 8.1
佐渡市内の農業従事者 14 3.2 56 14.5
観光客 12 2.8 52 13.5
観光ガイド・観光業者 8 1.8 25 6.5
その他 5 1.2 2 0.5
回答者数 433 100 385 100
1番目 2番目





















































































まり重要ではない」に 2、「ほとんど重要ではない」に 1を併記していた）は表 51に整



































                
 























































































































― 佐渡市全域のアンケート調査から ――」『大正大學研究紀要』100：259－290頁． 
本田裕子（2015b）「トキの野生復帰事業の展開に伴う住民意識の変容」『農村計画学会 








「増えたトキ『多様性』の悩み」，朝日新聞，2019年 2月 5日， 夕刊． 
gooテレビ番組「NHK『おはよう日本』2018年 7月 3日放送回」  
https://tvtopic.goo.ne.jp/program/nhk/1/1176589/  
情報取得日：2019年 2月 2日 
NHK解説委員室解説アーカイブス「『放鳥 10年 あなたの街にもトキが飛ぶ？』（くら
し☆解説）2018年 09月 27日（木）」 
http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/700/306031.html  
情報取得日：2019年 2月 2日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
